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第 一 問 （ 現 代 文 ） 
 

（ 一 ） 

○ 貨 幣 を 必 要 と し な い 自 然 や 共 同 体 が 解 体 さ れ 、 引 き 離 さ れ 、 貨 幣 の み が 貧 富 や 幸 不 幸 を

決 定 す る 社 会 に 投 げ 込 ま れ 、 そ こ で 金 銭 を 持 た な い こ と 。 （ ５ 点 ） 
 

△ 自 然 の 空 間 か ら 切 り 離 さ れ 、 共 同 体 を 失 っ た 上 に 、 金 銭 を 必 要 と す る 生 活 の 形 式 の 中 に

お か れ る こ と 。 
 → 「 貨 幣 へ の 疎 外 」 し か 説 明 で き て い な い 。 「 貨 幣 か ら の 疎 外 」 ＝ 「 金 銭 を も た な い 」

こ と も 説 明 す る 。 （ ４ 点 ） 
 

（ 二 ） 

△ 二 重 の 疎 外 が 貧 困 の 基 礎 的 概 念 だ と い う 正 し い 認 識 が さ れ て い な い ば か り か 、 長 期 的 に

不 孝 を 増 大 す る 開 発 主 義 的 な 誤 っ た 政 策 を 基 礎 づ け る こ と 。 
 → 「 正 し い 認 識 」 を せ ず に 、 ど う い う 認 識 を し て い る の か を 具 体 的 に 説 明 で き る と よ

か っ た 。 （ ３ 点 ） 
 

（ 三 ） 

※ 「 言 っ て い る こ と は わ か る が 、 説 明 し に く い 」 と い っ た 問 題 。 十 分 な 解 答 が 書 け て い る

人 は 少 な か っ た 。 

△ 現 代 の 情 報 消 費 シ ス テ ム が 、 そ れ 自 体 の 運 動 の 中 で 生 成 し 、 設 定 す る 絶 対 的 な 必 要 の 地

平 を 満 た し 、 高 度 の 商 品 化 さ れ た 物 資 と サ ー ビ ス に 依 存 し て 生 き る こ と 。 （ ２ 点 ） 
 

（ 四 ） 

△ 情 報 消 費 社 会 の シ ス テ ム は 、 貨 幣 量 に よ っ て の み 充 足 さ れ る 「 必 要 」 の 基 準 を 引 き 上 げ

て い く が 、 そ の 「 必 要 」 に 対 応 す る こ と は 関 知 し な い か ら 。 
 → 「 先 進 国 で の 貧 困 」 「 北 の 貧 困 」 と い っ た 語 が ほ し い 。 （ ４ 点 ） 
 

△ 「 北 の 貧 困 」 は 、 情 報 消 費 社 会 自 体 が 人 々 の 必 要 な も の を 設 定 す る 一 方 で 人 々 の 必 要 へ

の 対 応 に は 関 知 し な い こ と で ひ き お こ さ れ る 。 
 → 波 線 部 は 、 「 貨 幣 」 と い う 語 を 入 れ て 説 明 し た い 。 （ ４ 点 ） ま た 、 理 由 説 明 を す る と

き は 、 文 末 は 「 か ら ・ た め 」 で ま と め る 。 



（ 五 ） 
※ 「 北 の 貧 困 」 「 南 の 貧 困 」 に 共 通 す る 「 同 一 の 論 理 」 は 「 二 重 性 」 に あ る こ と を 理 解 し た

う え で 、 そ れ ぞ れ の 「 二 重 性 」 （ 問 一 や 問 四 で 答 え た 内 容 ） を 的 確 に 説 明 し た い 。 
 今 回 の 答 案 の 中 で は 、 次 の よ う な も の が 高 レ ベ ル の 答 え 。 
 

△ 「 北 の 貧 困 」 は 、 は じ め に 原 的 な 解 体 と 剥 奪 が あ り 、 貨 幣 的 必 要 の 絶 対 性 へ の 従 属 が あ

り 、 そ の 上 で 増 大 す る 貨 幣 量 に よ っ て し か 充 足 さ れ な い 「 必 要 」 が 現 代 の 情 報 消 費 社 会 の

シ ス テ ム に よ っ て 離 陸 さ れ て い る 、 と い う 二 重 性 に よ る 不 孝 の 構 成 は 「 南 」 と 同 じ で あ る 。 
 → 共 通 点 が 「 二 重 性 」 に あ る こ と は 理 解 で き て い る が 、 「 北 の 貧 困 」 の 二 重 性 の 説 明 に

偏 っ て し ま っ た 。 「 南 」 の 二 重 性 に つ い て も 具 体 的 に 述 べ る 。 （ ６ 点 ） 
 

△ 「 南 の 貧 困 」 が 貨 幣 を 媒 介 し な い と 豊 か さ を 得 ら れ な い 生 活 に 投 げ 込 ま れ た 上 に 、 貨 幣

を 得 ら れ ず に 生 じ る の と 同 様 、 「 北 の 貧 困 」 は 現 代 の 情 報 消 費 社 会 の シ ス テ ム に 組 み 込 ま れ

た 上 で 、 新 た に 更 新 さ れ る 必 要 の 水 準 を 満 た せ ず に 生 じ 、 共 に 二 重 性 が 貧 困 を 生 む こ と 。 
 → 「 北 」 「 南 」 と も に 二 重 性 の 中 身 ま で 説 明 で き た 。 模 範 解 答 と 見 比 べ 、 さ ら に わ か り

や す い 表 現 を 追 求 し よ う （ 問 題 文 の キ ー ワ ー ド で あ る 「 二 重 の 疎 外 」 と い う 語 を 使 う と 的

確 ） 。 （ ６ 点 ） 


